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1. 昨年度セミナーの振り返り
J-LandXMLのアライメントモデルを納品しましょう

2. 基準要領での記載
3. BIM/CIM成果の調査報告
4. アライメントモデルの出力方法
5. IFCの納品状況
6. 地質・土質モデルの納品状況
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昨年度のセミナーでお伝えしたこと
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Question！

設計で作成されたデータをICT施工で活用するには？

Answer！

J-LandXMLのアライメントモデルを利用しましょう。

（アライメントモデル＝骨組み/スケルトンモデル）利用データの出典：VIRTUAL SHIZUOKA 静岡県 中・西部 点群データ
本スライドで示される土工、構造物等の３Dモデルは全て架空のものです。
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LandXMLとJ-LandXML

J-LandXMLは、アメリカの任意団体LandXML.orgにてインフラ向けのデータ交換フォーマットとして開
発されたLandXML 1.2をベースとし、日本国内の道路事業・河川事業等へ適用するために一定の
データ表現方法を規定したものです。そして国総研が公開している「LandXML1.2に準じた3次元設計
データ交換標準（案）Ver1.5」および、本標準(案)に準拠して作成されたLandXMLファイルを略称と
して「J-LandXML」と呼びます。（拡張子はどちらもxml）

LandXML 1.2に準じた
3次元設計データ交換標準(案)

Ver.1.5
（ = J-LandXML 1.5）

No. 要素名 内容
1 Units 単位（長さ、面積、体積など）

2 Coordinatesystem 座標系

3 Project プロジェクト名と説明

4 Application アプリケーション名

5 CgPoints 座標点

6 Alignments 中心線形および横断形状

7 GradeModel 勾配モデル

8 Roadways 道路構成要素の集合

9 Surfaces 地形モデルのサーフェス

： ： ：

国内の道路・河川
事業に適用するた
めに必要な項目

オリジナルのLandXML 1.2

測量 調査 設計 施工検討 施工現場 出来形

J-LandXMLとは︖
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J-LandXMLで追加された項目

オリジナルのLandXML1.2に追加された項目は概ね以下のとおりです。

LandXML 1.2に準じた
3次元設計データ交換標準(案)

Ver.1.5
（ = J-LandXML 1.5）

国内の道路・河川
事業に適用するた
めに必要な項目

オリジナルのLandXML 1.2

測量 調査 設計 施工検討 施工現場 出来形

 事業段階（概略設計・予備設計・詳細設計・施工）
 道路規格（等級・設計速度・交通量）
 測点間隔
 クロソイドパラメータ
 横断構成要素の表現（車道、路肩、法面、小段、路床、路体などの識別）
 道路構造令に準拠した片勾配すりつけパターン
 拡幅すりつけ、センターシフト
 土工数量情報 ※現状対応しているソフトウェアはない
 地質情報
 サーフェス区分（計画道路面、路床・路体面、現況地形、地層境界面等の識別）

👆J-LandXMLでしか受け渡せない属性情報

J-LandXMLとは︖
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J-LandXMLの構成
道路や堤防などの線形を有するモデルの「J-LandXML」は概ね以下の要素で構成されます。

平面線形 縦断線形 横断面

サーフェスモデル

アライメントモデル

測量 調査 設計 施工検討 施工現場 出来形

TIN形式のサーフェス（面）で
受け渡します。
現況地形モデル

計画土工モデル
（計画面、路床・路体面）

地質モデル

平面図/縦断図/横断図などの図面情報ではなく
属性情報（数値）で受け渡します。

J-LandXMLとは︖

数値情報 数値情報 数値情報
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施工時に利用する施工検討ソフトウェアには、J-LandXMLからアライメントモデルに含まれる
平面線形、縦断線形、横断面の属性情報を取込み、起工測量後の地形に合わせて調整
後、ICT施工データを作成する機能があります。
施工時に設計成果を活用するためにはアライメントモデルがあることが重要です。
サーフェスモデルは全体イメージの把握と、アライメントモデルでは表現が難しい造成面などを
補足できますが、サーフェスモデルを加工してICT施工データを作成することは困難であり、正
しい活用方法ではありません。

測量 調査 設計 施工検討 施工現場 出来形
アライメント＋サーフェスモデルアライメントモデル

J-LandXMLの活用
J-LandXMLとは︖
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サーフェスモデルのみが施工に受け渡された場合、そのままではICT施工データとしては利用でき
ないため、2D図面からアライメントモデルを作成し直す必要があります。

サーフェスモデルのみでは実施できない作業
例１：設計変更による線形や横断形状の変更作業
例２：起工測量への擦り付け（重畳）、ICT施工のための法面の延長
例３：巻き出し層ごと、あるいは路体、路床、表層ごとのICT施工データ作成
例４：TS出来形管理

測量 調査 設計 施工検討 施工現場 出来形

J-LandXMLとは︖

J-LandXMLの活用
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設計成果は必ずサーフェスのみならず、
J-LandXMLのアライメントモデルを納品してください

設計成果を作成する際は必ずアライメントモデルを含めて出力し、J-LandXMLで納品してください。
また、J-LandXML出力にはOCF検定に合格した認証ソフトウェアをご利用ください。

OCF検定認証ソフトウェア一覧
https://ocf.or.jp/kentei/land_soft

https://ocf.or.jp/kentei/land_soft
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基準要領での記載
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設計成果は必ずサーフェスのみならず、
J-LandXMLのアライメントモデルを納品してください

令和６年 土木設計業務等の電子納品要領 解説
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設計成果は必ずサーフェスのみならず、
J-LandXMLのアライメントモデルを納品してください

直轄土木業務・工事におけるBIM/CIM適用に関する実施方針
別紙３ BIM/CIM適用業務実施要領
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BIM/CIM成果品の調査報告

（設計業務に於けるJ-LandXMLデータの納品実績）
※本調査報告はJ-LandXMLの納品実績、普及の実態を把握すべく、

国土交通省大臣官房技術調査課より過年度BIM/CIM成果品を貸与いただき、

自主分析した結果として報告致します。
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調査概要
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81北海道 82東北 83関東 84北陸 85中部 86近畿 87中国 88四国 89九州 90沖縄

業務N=248

工事N=212

■分析したデータの概要
R6年4月から６月までの３ヶ月間の納品データ（＝R5年度成果品）。
設計業務＝２４８件、工事＝２１２件、合計460件のデータを対象。

R5年度のBIM/CIM対象業務、工事は全体で業務約７５０，工事約６５０と想定でき
るため、今回の分析データはBIM/CIM成果全体の約３割と考えられます。
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調査概要■調査対象データ
「設計業務」で「Alignment」フォルダがあるものは１３４件でした。

134
29%

114
25%

212
46%

設計でAlignmentあり
設計でAlignmentなし
工事

N=460

測量や地質、構造物設計業務など
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調査概要■J-LandXMLの割合
１３４件のうちJ-LandXMLは７０件、約５割以上が納品されていました。
また、LandXMLは9割近く納品されています。（地形サーフェス等）

70
52%50

37%

14
11% J-LandXML

J-LandXML以外の
LandXML
オリジナルファイルの
み

N=134
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調査概要
J-LandXMLの納品割合は前年度と比較して増加の傾向にあります。

42%

40%

18%

過去調査（2023年度） 今回調査（2024年度）

52%37%

11%

■J-LandXMLの割合
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調査概要■アライメントモデル（横断形状を含む）の割合
７０件のJ-LandXMLのうち、横断形状（アライメント）は約1/3、２５件のみで
した。

25
36%

45
64%

横断形状あり
横断形状なしN=70

サーフェスのみ、線形のみ
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アライメントモデルの出力方法
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https://ocf.or.jp/cim/bim-cim/

https://ocf.or.jp/cim/bim-cim/
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IFCの納品状況
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54, 
16%

274, 
84%

IFCなし

IFCあり

構造物モデルのIFCファイルは8割以上納品されている。

21, 1%

1546, 99%

IFC4 IFC2x3
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地質・土質モデルの納品状況



地質・土質モデルの納品実績（１）
 BIM/CIM対応業務における地質・土質モデルの納品業務

：59／460件 ➡ 13%
 事業段階

 計画：1
 地質・土質調査：29
 概略設計：2
 基本設計：1
 予備設計：1
 詳細設計：18
 施工：6
 BIM/CIMモデル作成：1

 BIM/CIMデータ交換形式による地質・土質モデルの納品
：13/59件

 J-Landxml：0
 Landxml：4
 IFC：9

地質・土質調査, 29, 
49%

詳細設計, 18, 
30%

施工, 6, 
10%

概略設計, 2, 
3%

計画, 1, 2% 予備設計, 1, 
2%

基本設
計, 1, 
2%

BIM/CIMモ
デル作成, 1, 

2%
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Civil3D
36%

GEORAMA
17%

V-nas Clair
15%

GEO-CRE
8%

Makejiban
5%

V-nas
3%

GEO_Kit
3%

TREND-CORE
3%

複数（Geomap3D、GEORAMA）
2%

Rhinoceros
2%

複数（QGIS・Rhinoceros・AutoCAD）
2%

Valcan
2%

不明
2%

製品名 件数
Civil3D 21
GEORAMA 10
V-nas Clair 9
GEO-CRE 5
Makejiban 3
V-nas 2
GEO_Kit 2
TREND-CORE 2
Rhinoceros 1
Valcan 1
複数（Geomap3D、GEORAMA） 1
複数（QGIS・Rhinoceros・AutoCAD） 1
不明 1

総計 59
※黄色着色は地質・土質モデル作成
専用ソフトウェア（３次元地質解
析システム）

 3DCADソフトを使用しているケースのほとんど
は、ボーリングモデルと準３次元地盤モデルであ
る。

地質・土質モデルの納品実績（２）

 地質・土質モデル作成ソフトウェアの使用割合

 地質・土質モデルの種類（重複あり）
 ボーリングモデル ：36/59 ➡ 61％
 準３次元地盤モデル ：37/59 ➡ 63％
 ３次元地盤モデル（サーフェス）：28/59 ➡ 47％
 ３次元地盤モデル（ソリッド） ：12/59 ➡ 20％
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＜ボーリングモデルの例＞
【孔内試験を1種類表示】【円柱表現のみ】 【孔内試験を1種類、孔内水位や補足情報を表示】
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【統合モデルにおける準3次元地盤モデル（平面図）の例】

＜準３次元地盤モデル（平面図）の例＞
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【ダム概略設計における準3次元地盤モデル（断面図）の例】【道路設計における準3次元地盤モデル（断面図）の例】

【構造物基礎調査における準3次元地盤モデル（断面図）の例】

＜準３次元地盤モデル（断面図）の例＞
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【断面の線形補間によるサーフェスモデルの例】

【曲面補間によるサーフェスモデルの例】

【曲面補間によるサーフェスモデルの例】

【曲面補間によるサーフェスモデルの例】

＜３次元地盤モデル（サーフェス）の例＞
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【海底トンネルを対象とした地質分類ソリッドモデルの例】

【原石山を対象とした岩盤分類ソリッドモデルの例】

【トンネルを対象とした地質分類ソリッドモデルの例】

【構造物基礎を対象とした地質分類ソリッドモデルの例】

＜３次元地盤モデル（ソリッド）の例＞
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 IFC2x3
 IFCに属性データとして地盤物性が付与されている

 BIMVisionによる表示

 ボーリングモデルと準3次元断面図

 サーフェスモデル

＜地質・土質モデルのIFC納品事例＞
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 3次元地盤モデル（サーフェス・ソリッド）作成
：29/59件➡ 49%

 空間補間アルゴリズムがわかるもの：20/29
 アルゴリズムはわかるが空間補間パラメータが不明なもの：16/29

 3次元地盤モデル（準3次元は含まない）における、トレーサビリティが
確保※されているオリジナルデータの納品

：7/29件➡ 24%

※３次元地盤モデルのトレーサビリ
ティと確保とは、同じ３次元地盤
モデル作成専用ソフトを使用すれ
ば他社でも更新可能な状態を指
す。

参考サイト

Geomap3DGEO_KitGEO-CRE
【オリジナルデータの納品事例】

地質・土質モデルの納品実績（３）



 専用ソフトのオリジナルデータが不明な場合はベンダーにお問い合わせください。

３次元地盤モデルの納品の際には

オリジナルデータを必ず納めましょう。
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OCFは
J-LandXML検定や

J-LandXML仕様拡張をおこなう事で
設計データからICT施工データへの連携が

よりシームレスとなるよう
活動を継続しています。

SINCE 1998〜


